
「国分小学校の文化財探訪学習～舞鶴探検隊～の取組」 

１ 学校名 霧島市立国分小学校 

２ 学年・人数 ６年生 136 人 

３ 日時・場所 
 

 

⑴ 事前学習 

  令和６年４月 12 日(金) 14 時 10 分から 15 時 55 分 体育館 

⑵ 史跡探訪 

  令和６年５月２日(木) ８時 30 分から 11 時 10 分 学校周辺 

４ 活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・

特徴について  

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 名称・時代 

 ・ 大隅国分寺跡（おおすみこくぶんじあと）：奈良時代 

 ・ 舞鶴城跡（まいづるじょうあと）,島津義久墓所（しまづよしひさぼしょ）, 

朱門（あかもん）,金剛寺跡（こんごうじあと）,伊勢神社（いせじんじゃ）：江戸時代 

⑵ 特徴等 

国分小学校近くの大隅国分寺は，｢国分｣という地名の由来とな 

った史跡である。また，国分小学校は舞鶴城跡に建てられており， 

周辺には舞鶴城築城の中心となった島津義久公に関係する史跡が 

散在する。本学習は，身近に存在する郷土の歴史・文化財につい 

て学習した国分小学校の児童が，校区の歴史を誇りにし，語り継 

いでいく学習活動である。 

５ 活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 地域との連携 

霧島市国分の歴史に詳しい鈴木順一氏と連携した。学校職員と 

の打合せ，事前学習，史跡探訪フィールドワークという過程の中 

で学習に臨んだ。鈴木氏は専門性が高く経験も豊富であり，分か 

りやすい説明と児童の質問への丁寧な対応をしていただいた。 

⑵ 工夫した点 

事前学習において，鈴木氏からいただいたスライドや冊子等の 

資料を基に学習し，郷土に対する興味や関心を高めることに努め 

たため，実際のフィールドワークを行うための意欲付けとなった。 

また，フィールドワークでは，実物にふれることによってさら

に意欲を高めることができた。 

６ 取組の様子

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 感想・意見 

（参加児童生徒

・保護者・保存

会・教職員等） 

 

 

 

○ 朱門は，島津義久の奥さんや子供のいる部屋に通じていたと 

言われること，今は舞鶴城の石垣は低いが発掘調査で今の２倍 

の石垣があることを初めて知った。私も，舞鶴城や朱門について 

詳しく説明ができるよう，自分でも調べていきたい。 

○ 地域の歴史的な施設について，調べたり探訪したりすることで， 

歴史を身近に感じることができ，児童の歴史への意欲を高めるこ

とができた。今後も地域人材を活用し，学習を深めたい。  

 

【 事 前 学 習 】 【 史 跡 探 訪 】

〔史跡の活用事例〕 


